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3 本稿での Pride and Prejudice からの全ての引用は中野好夫によ
る翻訳（『自負と偏見』新潮社、2009 年）を参照し、必要に応じて
変更を加えた。ただし、引用のページ番号は末尾に挙げた Penguin 
Books による。  




























    才能も趣味もある女ではなかった。聞かせたい一心から、
稽古はたしかに熱心にしたが、それといっしょに、やはり
虚栄からくる知ったかぶりや、妙な気取りもひどく鼻につ
 - 63 - 
いた。それは、かりに彼女よりはるかに名人がしてみせた
としても、損にこそなれ、決して得にはならなかったろう
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続けました、先生はいませんでしたけれど。（私が聞いたと











声をしていた。 . . . 夜は自分でピアノの伴奏をつけて、昔
の簡単な歌をいくつか歌うことがあって、その歌詞や曲は
今では聞かれなくなったが、私の記憶の中には今でも残っ









 さらに姉カッサンドラ・オースティン宛ての 1813 年 1 月 29
日の手紙を読むと、エリザベスはオースティンのお気に入りの
女主人公であったことがうかがえる。「 . . . 正直言って私［オー
                                                   
4 本稿での引用は永島計次の翻訳（『想い出のジェイン・オースティ
ン』近代文藝社、1992 年）を参照し、適宜変更を加えた。ただし、
引用のページ番号は末尾に挙げた Oxford UP による。  
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スティン］も、彼女［エリザベス］はこれまで活字になったど
んな人物よりも魅力的だと思いますし、尐なくとも彼女を気に
入 っ て く れ な い 読 者 は 許 せ そ う に な い わ 」（ Austen, JA‘s 
Letters 201） 5。また、語り手はエリザベスに「わたしは、と























                                                   
5 本稿での引用は新井潤美による翻訳（『ジェイン・オースティンの
手紙』岩波書店、2005 年）を参照した。ただし、引用のページ番号
は末尾に挙げた Oxford UP による。  





























                                                   
6 岡田暁生は 19 世紀における音楽を取り巻く状況の変化が、音楽演
奏の美学の変質をもたらしたと指摘している。（25-26）  
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アナはかなりのレベルに達していたのではないかと思われる。  



























                                                   
7 本稿での引用は臼田昭による翻訳（『マンスフィールド・パーク』
集英社、1978 年）を参照した。ただし、引用のページ番号は末尾に





























                                                                                                                                                     
挙げた Oxford UP による。  




























                                                   
8 本稿での引用は工藤政司による翻訳（『エマ（上）』岩波書店、2003
年）を参照した。ただし、引用のページ番号は末尾に挙げた Oxford 
UP による。  
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